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          開会及び開議 

（平成２８年３月３０日（水）午後１時００分開会） 

 

○ 議 長（岡村一男君） ただいままでの出席議員は１１名であります。よ

って定足数に達しておりますので、告示第８号をもって招集されました平

成２８年館林地区消防組合議会第１回定例会は成立いたしました。ただち

に会議を開きます。 

 

  第１ 会期の決定 

○ 議 長（岡村一男君） まず日程第１．会期の決定を議題といたします。

本定例会の会期を本日１日と決定したいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） ご異議がないようですから、さよう決定いたしま

した。 

 

 第２ 会議録署名議員の指名  

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第２．会議録署名議員の指名をいたし

ます。会議録署名議員に、１０番松村潤君、１１番黒田重利君を指名いた

します。 

 

第３ 議案第１号 公平委員会委員の選任について 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第３．議案第６号「公平委員会委員の

選任について」を議題といたします。提案理由の説明を願います。管理者

安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第６号公平委員会委員の選任について申し

上げます。本案は、公平委員会委員の奈良繁君が、本年３月２９日をもっ

て、任期満了となりましたが、人格が高潔で人事行政に幅広い識見と経験

を有していることから、引き続き同君を選任いたしたく、地方自治法第９

条の２第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。よろ
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しくご審議のうえ、ご同意くださるようお願い申し上げまして、提案理由

の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第６

号を同意することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第６号は同意することに決

定いたしました。 

 

第４ 議案第７号 館林地区消防組合行政不服審査会条

例 

議案第８号 行政不服審査法の施行に伴う関係条 

例の整備に関する条例 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第４ですが、議案第７号「館林地区消

防組合行政不服審査会条例」と議案第８号「行政不服審査法の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例」については関連議案のため、併せて議題と

いたします。提案理由の説明を願います。管理者安樂岡一雄君。  

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第７号館林地区消防組合行政不服審査会条

例について申し上げます。本案は、行政不服審査法が全部改正されたこと

により、同法第８１条第１項の規定により置かなければならない附属機関

である館林地区消防組合行政不服審査会について必要な事項を定めるため、

本条例を制定するものでございます。次に、議案第８号行政不服審査法の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例について申し上げます。本案は、

議案第７号と同じく全部改正された行政不服審査法の施行に伴い、審査請

求における審理手続きについて必要な事項等を定めるため、関係する情報

公開条例、個人情報保護条例並びに消防手数料条例の整備及び所要の改正

を行うものでございます。よろしくご審議の上、原案どおり議決ください
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ますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。まず、議

案第７号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第７号は原案どおり可決い

たしました。 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、議案第８号を原案どおり可決することに賛

成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第８号は原案どおり可決い

たしました。 

 

第５ 議案第９号 館林地区消防組合職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第５．議案第９号「館林地区消防組合

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」を議題といたします。

提案理由の説明を願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第９号館林地区消防組合職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例について申し上げます。本案は、国家公務

員及び群馬県職員の給与改定の例により、本条例の一部を改正するもので

ございます。主な改正内容について申し上げますと、本組合職員の給料月

額を若年層に重点を置いた世代間の給与配分の観点から、平成２７年４月

１日に遡及して平均０．４５％引き上げ、人事院及び群馬県の勧告による

給与制度の総合的見直しにより、平成２８年４月１日から給料月額を平均

１．１０％引き下げるものでございます。また、平成２７年１２月期の勤

勉手当の支給月額を０．１月分引き上げ、平成２８年度以降については、

引上げ分を６月期と１２月期の勤勉手当に均等に配分するとともに、国家

公務員の例による行政不服審査法の施行に伴う改正及び地方公務員法の一
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部改正に伴う所要の改正を行うものでございます。よろしくご審議のうえ、

原案のとおり議決くださるようお願い申し上げまして、提案理由の説明と

いたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第９

号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第９号は原案どおり可決い

たしました。 

 

第６ 議案第１０号 館林地区消防組合特別職の職員の期末

手当の支給に関する条例の一部を改正

する条例 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第６．議案第１０号「館林地区消防組

合特別職の職員の期末手当の支給に関する条例の一部を改正する条例」を

議題といたします。提案理由の説明を願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第１０号館林地区消防組合特別職の職員の

期末手当の支給に関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。

本案は、本組合職員の給与に関する条例の改正に準じて平成２７年１２月

期に支給する特別職の期末手当の支給月数を０．１月分引き上げるもので

ございます。なお、平成２８年度以降につきましては、引上げ分を６月期

と１２月期の期末手当に均等に配分するものでございます。よろしくご審

議のうえ、原案のとおり、議決くださるようお願い申し上げまして、提案

理由の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
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○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

０号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第１０号は原案どおり可決

いたしました。 

 

第７ 議案第１１号 館林地区消防組合人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例の一部を改正

する条例 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第７．議案第１１号「館林地区消防組

合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例」を

議題といたします。提案理由の説明を願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第１１号館林地区消防組合人事行政の運営

等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。

本案は、「地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律」の

施行による地方公務員法の一部改正に伴い、人事行政の運営等の状況の公

表事項に人事評価及び退職管理を追加する等の改正と、併せて行政不服審

査法の施行に伴う審査請求に関する事項について改正を行うものでござい

ます。よろしくご審議のうえ、原案のとおり、議決くださるようお願い申

し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

１号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第１１号は原案どおり可決

いたしました。 
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第８ 議案第１２号 館林地区消防組合職員の退職管理に関

する条例 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第８．議案第１２号「館林地区消防組

合職員の退職管理に関する条例」を議題といたします。提案理由の説明を

願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第１２号館林地区消防組合職員の退職管理

に関する条例について申し上げます。本案は、地方公務員法の一部改正に

伴い、営利企業等に再就職した元職員の、現職員への働きかけの規制等の

規定及び再就職情報の届出について定めることにより、職員の退職管理の

適正化を図ることを目的とするものでございます。よろしくご審議のうえ、

原案のとおり、議決くださるようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

２号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第１２号は原案どおり可決

いたしました。 

 

第９ 議案第１３号 平成２７年度館林地区消防組合一般会

計補正予算（第３号） 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第９．議案第１３号「平成２７年度館

林地区消防組合一般会計補正予算（第３号）」を議題といたします。提案理

由の説明を願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第１３号平成２７年度館林地区消防組合一

般会計補正予算（第３号）について申し上げます。本案は、歳入歳出にお

いて２千９３８万３千円を減額補正するものでございます。主な内容につ
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いて申しますと、財産収入で、基金積立金の利息が増加したことによる、

財産管理費において基金への利子積立金の増額と、繰入金で予定していた

消防本部・館林消防署庁舎建設設計業務委託については建設予定地変更に

より、設計業務委託を一時中断したことから設計委託料を減額、また、県

補助金を充当したテロ対策資機材購入事業においては、事業完了による補

助金の減額でございます。非常備消防費では、館林消防施設費において移

転補償対象である苗木町地内の防火水槽の解体工事完了により移転補償費

が確定したことから減額をお願いするものであります。これにより、平成

２７年度の歳入歳出の総額をそれぞれ２４億７千２１８万２千円とするも

のでございます。よろしくご審議のうえ、原案のとおり、議決くださいま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

３号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第１３号は原案どおり可決

いたしました。 

 

第１０ 議案第１４号 平成２８年度館林地区消防組合関係市

町負担金の分賦の割合について 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第１０．議案第１４号「平成２８年度

館林地区消防組合市町負担金の分賦の割合について」を議題といたします。

提案理由の説明を願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第１４号平成２８年度館林地区消防組合市

町負担金の分賦の割合について申し上げます。本案は、当組合の経費負担

金の分賦の割合について、組合規約第１１条第２項の規定により、議会の

議決を求めるものでございます。内容について申し上げますと、常備消防

費の負担割合につきましては、市町の基準財政需要額と人口割により算出

し、非常備消防費の負担金につきましては、市町ごとに非常備消防運営に
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係る必要経費を算出し、そこから起債等の特定財源を除いた額を負担する

ものでございます。よろしくご審議のうえ、原案のとおり、議決ください

ますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

４号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第１４号は原案どおり可決

いたしました。 

 

第１１ 議案第１５号 平成２８年度館林地区消防組合一般会

計予算 

○ 議 長（岡村一男君） 次に、日程第１１．議案第１５号「平成２８年度

館林地区消防組合一般会計予算」を議題といたします。提案理由の説明を

願います。管理者安樂岡一雄君。 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 議案第１５号平成２８年度館林地区消防組合一

般会計予算について申し上げます。昨年は、身近な市町村において甚大な

水害が発生するなど、震災も踏まえての自然災害への備えは、地域住民か

ら最も強く求められております。又近年、多数傷病者が発生するような事

故なども増加の傾向にあり、これに加え日常発生している火災・救助・救

急医療現場はより多様化し、住民の求めるニーズはより高度化しておりま

す。このような状況の中、地方を取り巻く経済、財政状況がまだまだ厳し

く、併せて各種災害に対応する職員の若年化が進んでおり、その資質の向

上や各種資機材の充実配備及び地域の防災力の中枢を担う消防団に対する

処遇や装備の改善が急務であり、更には防災拠点となる消防本部・館林消

防署庁舎の移転新築と言った大きな事業を予定していることから、平成２

８年度においては、効率的な事務事業により節減を図りながらも、地域住

民の求めに応じられるような安全で安心な暮らしを守るため、最も効果的

な消防防災業務の執行を目指して、編成した予算でございます。その結果、
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予算総額は２３億５０８万６千円で対前年比７．４％減の計上となってお

ります。内容について申し上げますと、歳入につきましては、市町負担金

を始め、危険物施設に関する手数料、国庫補助金、県委託金、県補助金、

基金繰入金及び繰越金を見込み、諸収入においては高速道救急業務支弁金

等を、組合債では消防施設整備事業債、防災対策事業債を計上したもので

ございます。次に歳出でございますが、主な施策について申し上げます。

常備消防費では、災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を１台更新し、水

害対応用救助艇２艇、テロ資機材を購入するほか、救急自動車を指揮統制

車へ改修し、効率的かつ効果的な資機材の配備運用を図り、施設について

は、北分署及び消防本部の空調設備を整備し職場環境を整えます。非常備

消防費につきましては、千代田消防施設費において、防火水槽を１基新設

するほか、各消防施設費において消火栓の新設工事を実施し、消防水利の

整備を図ります。消防団車両につきましては、館林消防団第９分団１班の

小型動力ポンプ付積載車を更新し、千代田消防団においては第１分団４班

車と第２分団２班車を、邑楽消防団においては第２分団１班車と第３分団

３班車の４台の消防ポンプ自動車を更新いたします。消防団詰所において

は、明和消防団第２分団１班の詰所を新築するほか、新型の防火衣や災害

対応保安帽などの装備品を整備し、消防団による消防力の充実強化を図る

ものでございます。ここのところ、管内にほど近い場所を震源地とする地

震が発生するなど、地震に対する警戒を強化することはもとより、暴風雨

による河川の氾濫や突風・竜巻といった自然災害も本当に身近なところで

頻発しており、いつ何時これらの災害に襲われたとしても、被害を最小限

に食い止められるよう、地域住民と関係機関と我々消防との絆を深め、積

極的な協力体制の強化を進めるとともに、消防職団員の教育訓練を重ねて

資質の向上に努め、併せて消防施設や各種資機材の整備を図り、積極的か

つ効果的な消防行政運営を進め、災害に強い地域づくりに努めてまいる所

存でございます。以上、平成２８年度予算の大網について、説明申し上げ

ました。よろしくご審議のうえ、原案のとおり議決くださいますようお願

い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 説明が終わりました。質疑を行います。４番黒野

一郎君 

○ 議 員（黒野一郎君） ただいま、管理者の方から消火栓とお話しが出ま

したが、４月から企業団として水道企業団ができますが、各町で変化が起

こるのか、その中で維持管理等が出てくると思いますがその辺をお聞かせ
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下さい。 

○ 議 長（岡村一男君） 総務課長福地保幸君 

○ 総務課長（福地保幸君） まず、この度消火栓につきましては、４月から

東部水道企業団に変更する為、消火栓の維持管理につきましては、実費と

して予算請求をさせていただいております。また、新設の消火栓につきま

しては、今までと同様に館林・板倉・明和・千代田・邑楽につきまして合

計で２３基の新設消火栓分を予算化させていただいております。 

○ 議 長（岡村一男君） ４番黒野一郎君 

○ 議 員（黒野一郎君） 今、実費と話がありましたが、それは各町の負担

という事ですか。 

○ 議 長（岡村一男君） 総務課長福地保幸君 

○ 総務課長（福地保幸君） 各市・町で維持管理がいくらかかるか分からな

いという事でどのくらいかかるか積算いたしまして、それ以上かかった場

合は実費という形で予算化をさせていただいております。 

○ 議 長（岡村一男君） ４番黒野一郎君 

○ 議 員（黒野一郎君） それですと、今までの各町市の消火栓維持管理の

予算とかなり変わってくるのではないかと思います。例えば、板倉町です

と平成２７年度までは４８万６千円とかなり少なくなっていると思います。

その辺の状況はどうなのかお願いします。 

○ 議 長（岡村一男君） 総務課長福地保幸君 

○ 総務課長（福地保幸君） 今までは、実を言いますと点検手数料として１

基当たり一月いくらと予算を積算しておりましたが、このたび悪い消火栓

のみ修理した場合に対してお金を払うといった積算に変化した為、今回こ

のような予算になっております。以上です。 

○ 議 長（岡村一男君） 他に、３番髙橋次郎君 

○ 議 員（髙橋次郎君） 質問に入る前に、千代田の高橋町長さんにおかれ

ましては、この度は、おめでとうございます。町長さんはかつて組合議会

に議員としておられたので今後とも消防組合の中においては特段のご協力

とご理解をお願いしたいと思います。それでは、質問に入らせていただき

たいと思います。一般会計の説明書の１９ページ、職員人件費１９１名と

ありますが、１５億２千６００万程の予算が計上されている訳ですがこの

中の中身について１９１名の区分、正職が何名、臨時が何名、嘱託が何名、

再任用が何名分かればお答え願います。 

○ 議 長（岡村一男君） 総務課長福地保幸君 
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○ 総務課長（福地保幸君） 今回の１９１名の内訳ですが、２名の者が定年

退職者を再任用職員のフルタイムという形で、その他の１８９名は今まで

どおりの一般職員となっております。 

○ 議 長（岡村一男君） ３番髙橋次郎君 

○ 議 員（髙橋次郎君） 再任用のフルタイムの２名、正職者が１８９名と

いう事ですが、今年度退職者の中で退職した後も新しい立場・形で消防行

政にご協力していただける方がいると思いますが、その方々はこの人数に

入っているのか、それと再任用についての処遇、給与面はどんな感じなの

かまた、消防行政に携わっていただける方の処遇はどんなものなのかにつ

いてお伺いします。 

○ 議 長（岡村一男君） 総務課長福地保幸君 

○ 総務課長（福地保幸君） ご質問にお答えいたします。先程言いました、

定年退職者１０名の内２名の方が再任用職員、他に４名の定年退職者の方

が嘱託職員として条例定数に入らない形で残っていただく予定になってお

ります。また、再任用職員の処遇についてですが、消防士長主任級として

残っていただく予定です。また、嘱託職員の方につきましては、一般事務

職員の嘱託として残っていただきます。また、給与等につきましては、再

任用の方は、３級の再任用の職員給与、嘱託の方は月額１２万６千円の賃

金となっております。 

○ 議 長（岡村一男君） ３番髙橋次郎君 

○ 議 員（髙橋次郎君） 御答弁ありがとうございました。今のお話の中で

おそらく以前にも私が質問をした事がありましたが、実質今の消防体制を

整えるのに２２３名くらいの人数が必要になってくると思いますが、この

足らない部分の今後の対策、今お答えできればお願いします。それから、

今までやってなかった退職者を経験を活かしながら数年間、採用を続けて

いく手段としては有効かと思います。ただ今後、退職者の人数が減ってく

ると思いますが今後数年間どのような形で乗り切られるように、考えてお

られるのかお願いします。最後に小山消防長が定年退職されるわけですが、

今後もいろいろな形でご協力いただけると聞いております。また、同じく

退職される多くの職員の方へ感謝申し上げます。質問の部分だけお願いし

ます。 

○ 議 長（岡村一男君） 総務課長福地保幸君 

○ 総務課長（福地保幸君） 以前より当組合につきましては、必要人員を２

２３名とお話をさせていただいているところです。これにつきましては、
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消防車両を適切に運用するうえで必要な人数という事でお話しをさせてい

ただいております。お話のとおり退職者が非常に多くなっておりまして、

このままだと退職者の全員を再任用職員として採用する事も難しくなって

きております。また、再任用職員を全部採りますと新採用職員も採れない

といった状況になってきますので、この辺をできれば条例定数を引き上げ

させていただいて今後増員の方をお願いしていければと考えております。

また、人員につきましては、新たに女性職員を増やすといった形で国の方

からも支持がきており、また救急出場、職員の研修等で不足が生じており

ます。いずれにしろ、人員の不足については、市町の当局の方と相談させ

ていただいて今後検討していきたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○ 議 長（岡村一男君） 他に、１１番黒田重利君 

○ 議 員（黒田重利君） 予算書の２１ページ１番下から２番目のテロ資機

材の内訳をお願いいたします。 

○ 議 長（岡村一男君） 警防課長峰岸一弘君 

○ 警防課長（峰岸一弘君） テロ対策資機材ですが、生物剤の対応という事

で、生物剤は炭疽菌・コレラ菌といった細菌を使ったテロという事でそれ

らの細菌を掃除機みたいな資機材等で吸い取り、特定する資機材になりま

す。 

○ 議 長（岡村一男君） １１番黒田重利君 

○ 議 員（黒田重利君） ありがとうございます。それは、１台でしょうか。 

○ 議 長（岡村一男君） 警防課長峰岸一弘君 

○ 警防課長（峰岸一弘君） 今言った捕集器ですが、それは１台になります。

それと個別にテストストリップといった個別の携帯用検知器がございます。 

○ 議 長（岡村一男君） 他に、質疑を打ち切ります。 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（岡村一男君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

５号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

○ 議 長（岡村一男君） 挙手全員よって、議案第１５号は原案どおり可決

いたしました。以上で、本日の議事日程の全部を終了いたしました。この

際、管理者から挨拶をしたい旨、申し出がありますのでこれを許します。

管理者安樂岡一雄君 

○ 管理者（安樂岡一雄君） 本日は、館林地区消防組合、第１回定例会を招
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集しましたところ、大変お忙しい中、ご出席いただきましてありがとうご

ざいます。また、全議案とも議決いただきましてお礼を申し上げます。さ

て、「東日本大震災」からはや５年が経過しましたが、いまだ復興が進んで

おらず、その被害の影響は大きく残っているのが現状です。また、昨年は

近隣市町村において甚大な水害に見舞われるなど、いつ何時その不安定な

気象による自然災害の猛威がわが街に襲いかかって来てもおかしくない状

況にあり、さらには、日常的に発生している火災・救急・救助現場におけ

る対応も含め、住民の安全安心に暮らしていくための防災に対するニーズ

はより一層高まっており、これら多種多様化する災害に、臨機応変に、的

確に対応するための備えは、本当に万全にしておかなければならないと強

く感じております。今後も、震災や近隣の水害を教訓とし、住民と関係各

機関と協力関係を強め、いかなる災害にも強い地域作りのため、一層の努

力をと考えておりますので、これからも議員各位のご協力、ご支援をお願

いしたいと思います。本日は、誠にありがとうございました。 

○ 議 長（岡村一男君） 以上をもちまして、平成２８年館林地区消防組合

議会第１回定例会を閉会いたします。 

 

                          （午後１時４０分） 
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